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今月の主な内容

■採れたて野菜はいかがですか？ Ｐ２
■考えていますか？
　　災害が起こったときのこと。  Ｐ６
■秋の叙勲　おめでとうございます Ｐ８
■町立保育所の入所申込を受付 Ｐ９
■年末年始のゴミ・汲み取り収集日程 Ｐ10

今
月
は
、野
菜
特
集
。



　
「
な
ん
と
言
っ
て
も
、
新
鮮
で
安
全
。
そ
し

て
安
い
こ
と
で
す
。」

　

い
き
い
き
朝
市
の
一
番
の
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
は

何
で
す
か
？　

と
の
質
問
に
対
し
て
、
大
山
崎

町
い
き
い
き
朝
市
実
行
委
員
会
会
長
で
あ
る
中

井
勇
さ
ん
の
口
か
ら
、
迷
う
こ
と
な
く
返
っ
て

き
た
答
え
で
す
。

　

い
き
い
き
朝
市
は
、
基
本
的
に
毎
週
土
午
前

９
時
か
ら
円
明
寺
脇
山
広
場
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
い
つ
も
８
時
過
ぎ
か
ら
お
客
さ
ん
が

行
列
を
作
り
始
め
、
開
門
前
に
は
１
２
０
〜

１
３
０
人
の
行
列
に
。
農
協
と
協
力
し
て
開
催

す
る
「
筍
祭
り
」
や
「
茄
子
祭
り
」、「
餅
つ
き

感
謝
市
」
な
ど
に
は
、
２
０
０
人
以
上
の
お
客

さ
ん
が
集
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
雨
の
日
で
も
１
０
０
人
以
上
は
来
ら
れ
ま

す
よ
。
９
時
の
開
門
と
同
時
に
お
客
さ
ん
が
走

っ
て
入
っ
て
き
て
、
10
分
経
つ
か
経
た
な
い
か

と
い
う
間
に
、
ほ
と
ん
ど
売
れ
て
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
長
岡
京
市
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
買
い
に
来

新
鮮
!
安
い
! 

い
き
い
き
朝
市

採
れ
た
て

野
菜
は

い
か
が

で
す
か
?

毎
週
土
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
い
き
い
き
朝
市
」
で
は
、
地
元

農
家
が
収
穫
し
た
新
鮮
な
野
菜
が
ズ
ラ
リ
と
並
び
ま
す
。

自
宅
の
庭
で
家
庭
菜
園
を
営
み
、
自
分
で
食
べ
る
野
菜
を
自
分

で
育
て
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

野
菜
は
や
っ
ぱ
り
採
れ
た
て
が
一
番
！
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季節の旬の野菜を求めて多くのお客さんが集まります
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て
く
れ
る
お
客
さ
ん
も
結
構
多
い
で
す
。」

　

開
催
の
案
内
は
、
会
場
に
立
て
る
の
ぼ
り
旗

と
看
板
の
み
。

　
「
朝
市
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
頃
は
ビ
ラ
を

配
っ
た
り
し
て
周
知
に
努
め
ま
し
た
が
、
今
は

年
に
１
回
、
年
間
の
開
催
予
定
を
新
聞
に
折
り

込
む
だ
け
。
ほ
か
は
開
催
の
２
日
前
か
ら
会
場

に
立
て
る
の
ぼ
り
旗
と
、
次
回
の
開
催
予
定
を

お
知
ら
せ
す
る
会
場
の
案
内
看
板
だ
け
で
す
。

ほ
と
ん
ど
、
お
客
さ
ん
同
士
の
口
コ
ミ
で
こ
こ

ま
で
広
が
っ
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。」

　

朝
市
で
売
ら
れ
る
季
節
毎
の
主
な
旬
の
商
品

は
、
次
の
と
お
り
。

　

春
は
、
筍
、
じ
ゃ
が
い
も
、
玉
ね
ぎ
な
ど
。

　

夏
は
、
ト
マ
ト
、
茄
子
、
き
ゅ
う
り
な
ど
。

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
大
根
、
白
菜
、
キ

ャ
ベ
ツ
、
さ
つ
ま
い
も
、
さ
と
い
も
、
菜
っ
葉

類
（
ほ
う
れ
ん
草
、
小
松
菜
、
壬
生
菜
…
）、

菊
な
ど
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
間
も
な
く
お
米
の
販
売

も
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
「
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
皆
さ

ん
に
安
心
し
て
食
べ
て
も
ら
え
る
商
品
を
提
供

し
て
い
き
た
い
。」
と
話
す
中
井
さ
ん
で
す
が
、

心
配
な
点
も
あ
り
ま
す
。

　
「
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
ん
で
す
。
最
も
多

い
と
き
に
は
19
軒
の
農
家
が
朝
市
に
出
店
し
て

い
た
ん
で
す
が
、
今
で
は
半
分
以
下
の
９
軒
。

そ
の
残
っ
て
い
る
９
軒
も
、
多
く
が
70
代
の
人

間
が
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。」

　

後
継
者
問
題
。
農
業
に
関
し
て
、
全
国
ど
こ

で
も
聞
か
れ
る
こ
の
問
題
に
、
い
き
い
き
朝
市

も
例
外
な
く
直
面
し
て
い
ま
す
。
で
も
、「
来

週
は
何
を
売
り
に
来
る
の
？
」「
あ
の
野
菜
待

っ
て
る
よ
！
」
な
ど
、
お
客
さ
ん
か
ら
面
と
向

か
っ
て
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
こ
と
は
、
生
産

者
に
と
っ
て
大
き
な
張
り
合
い
に
な
る
そ
う
。

　
「
や
っ
ぱ
り
、
お
客
さ
ん
の
喜
ぶ
姿
、
自
分

が
作
る
野
菜
を
心
待
ち
に
し
て
く
れ
て
い
る
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
生
産
者
と
し
て

す
ご
く
嬉
し
い
で
す
。
私
も
も
う
歳
で
す
が
、

こ
う
や
っ
て
待
っ
て
く
れ
て
い
る
お
客
さ
ん
が

い
る
こ
と
で
農
業
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
し
、

自
分
自
身
の
健
康
維
持
に
も
良
い
ん
で
す
よ
。

後
継
者
が
少
な
い
の
は
大
き
な
問
題
で
す
が
、

こ
の
朝
市
は
何
と
か
し
て
長
く
続
け
て
い
き
た

い
で
す
ね
。」

　

朝
市
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
る
全
て
の
お
客

さ
ん
の
た
め
に
、
今
後
も
い
き
い
き
朝
市
は
新

鮮
な
野
菜
を
提
供
し
続
け
ま
す
。

中井  勇
ナカイ・イサム

大山崎町いきいき朝
市実行委員会会長。
下植野小字宮脇在住、
77歳。

とき＝基本的に毎週土9:00 ～売切れ

今後の開催日程（平成20年度）

12月６日土　定例市
　　13日土　餅つき感謝市
　　20日土　定例市
　　28日日　歳末特別市
１月10日土　迎春特別市
　　24日土　定例市
２月７日土　定例市
　　21日土　定例市
３月７日土　定例市
　　21日土　定例市
４月４日土　定例市
　　11日土　定例市
　　18日土　筍祭り
　　25日土　定例市

ところ＝円明寺脇山広場

いきいき朝市会場
円明寺脇山広場

円明寺
郵便局

円明寺が丘
自治会館

※ 会場周辺には駐車場がありませんの
で、車での来場はご遠慮ください

※ ゴミ減量化のため、買い物袋をご持参
ください

主催＝大山崎町いきいき朝市実行委員会
問＝経済環境室　☎956‒2101（内247）

　「今日は、大根と茄子、三度豆、
かぶ、ねぎを買いました。やっぱり
ここの朝市で買った野菜は新鮮で美
味しい！月に２回は来ています。」

いきいき朝市（概略）

採れたて野菜はいかがですか？

木村悦子さん（脇山）11月８日土、朝市会場にて

Voice（お客さんの声）
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セ
ロ
リ
、
菊
菜
、
韓
国
チ
シ
ャ
菜
の
ほ
か
、

ケ
ー
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
菜
、
山
東
菜
、
お
か
の
り
、

ウ
マ
イ
菜
な
ど
の
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
黄
緑

野
菜
全
10
種
類
以
上
が
、
庭
に
作
ら
れ
た
菜
園

に
育
っ
て
い
ま
す
。
若
林
さ
ん
が
菜
園
を
始
め

た
の
は
、
平
成
４
年
か
ら
。
医
師
か
ら
青
汁
を

勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
「
胃
が
ん
を
患
い
ま
し
て
ね
。
そ
れ
以
降
、

再
発
防
止
と
健
康
維
持
の
た
め
に
、
お
医
者
さ

ん
か
ら
勧
め
ら
れ
た
青
汁
を
毎
日
飲
む
よ
う
に

な
っ
た
ん
で
す
。」

　

そ
し
て
、
無
農
薬
、
有
機
肥
料
栽
培
の
野
菜

を
自
分
で
作
る
こ
と
を
決
意
し
た
若
林
さ
ん
。

通
信
教
育
で
１
年
間
園
芸
に
つ
い
て
学
ん
だ

後
、
本
格
的
に
菜
園
づ
く
り
に
取
り
掛
か
り
ま

し
た
が
、
最
初
は
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
も
…
。

　
「
虫
対
策
が
大
変
で
し
た
。
農
薬
を
使
わ
な

い
か
わ
り
に
手
間
を
か
け
よ
う
と
、
ネ
ッ
ト
を

被
せ
た
り
、
手
作
業
で
虫
を
取
っ
た
り
し
て
い

た
ん
で
す
が
、
朝
起
き
る
と
ま
た
食
わ
れ
て
い

る
。
何
で
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
土
を
少
し
掘
り

返
し
て
み
た
ら
、
土
の
中
に
虫
が
隠
れ
て
い
た

ん
で
す
。
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
虫
は
、
日
中

は
土
の
中
に
潜
み
、
夜
に
な
る
と
外
に
出
て
き

て
野
菜
を
食
べ
る
夜
頭
虫
だ
と
わ
か
り
ま
し

始
め
ま
せ
ん
か
? 

菜
園
ラ
イ
フ

（上）菜園には猫よけの柵が施されています
（下）季節毎に異なる実りをもたらす、若林さんの菜園
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採れたて野菜はいかがですか？

た
。
ほ
か
に
も
、
肥
料
を
や
り
す
ぎ
て
枯
ら
し

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
実
際

に
や
っ
て
み
て
、
失
敗
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
も

多
か
っ
た
で
す
ね
。」

　

使
う
肥
料
は
全
て
有
機
肥
料
で
、
化
学
肥
料

は
使
い
ま
せ
ん
。
糠ぬ
か

と
も
み
殻
に
Ｅ
Ｍ
菌
を
混

ぜ
て
発
酵
さ
せ
た
〝
ボ
カ
シ
〞
に
生
ゴ
ミ
を
投

入
し
て
得
ら
れ
る
液
体
や
、
生
ゴ
ミ
処
理
機
で

生
ゴ
ミ
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
な
ど
、
自
家
製
肥

料
も
作
っ
て
い
ま
す
。

　
「
化
学
肥
料
を
使
う
と
、
確
か
に
野
菜
は
よ

く
育
ち
ま
す
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
自
分
が
口
に

す
る
も
の
で
す
か
ら
、
自
分
が
安
心
で
き
る
有

機
肥
料
を
使
っ
て
い
ま
す
。」

　

収
穫
し
た
野
菜
は
、
青
汁
の
ほ
か
に
、
サ
ラ

ダ
や
お
ひ
た
し
な
ど
食
卓
を
彩
る
食
材
と
し
て

も
重
宝
す
る
そ
う
。
夏
場
に
は
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
や

ゴ
ー
ヤ
、
ト
マ
ト
、
唐
辛
子
な
ど
も
作
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
、
若
林
さ
ん
は
種

か
ら
育
て
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
ら
の
野
菜
も
す
べ
て
生
き
物
で
す
か

ら
ね
。
ず
っ
と
育
て
て
い
る
と
、
慈
悲
の
心
が

育
つ
と
い
う
か
、
不
思
議
と
穏
や
か
な
気
持
ち

に
な
る
ん
で
す
。
単
に
野
菜
を
作
る
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
そ
う
い
う
面
で
も
菜
園
は
本
当
に

お
勧
め
で
す
よ
。」

　

最
後
に
、
若
林
さ
ん
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
に

向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　
「
菜
園
は
、
日
さ
え
当
た
れ
ば
ほ
ん
の
少
し

の
ス
ペ
ー
ス
で
も
で
き
る
も
の
で
す
。
プ
ラ
ン

タ
ー
で
も
十
分
大
き
な
野
菜
が
作
れ
ま
す
し

ね
。
必
要
で
あ
れ
ば
、
助
言
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
。
是
非
あ
な
た
も
菜
園
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。」

若林 洋太郎
ワカバヤシ・ヨウタロウ

円明寺小字若宮前在住、
77歳。
家庭菜園を始める方に
できる範囲で助言も。
☎956-3077まで。

　「家庭菜園ねぇ。やってみたいけど、
うちには庭がないから無理」と諦めてい
るあなた。プランターを使えば、ベラン
ダのような小さなスペースでも立派な野
菜を育てることができるんです。

最初に用意するもの
○プランター
　 容量15リットル位が標準サイズ。容量
25リットル以上の大型サイズなら、大
根などの根菜類を育てることも可能

○鉢底石
　水はけを良くして根腐れを防ぐ
○スコップ
　 土を混ぜたり穴を掘ったりするのに不
可欠

○培養土
　フカフカの土は野菜を育てる基本
○野菜の種
　季節に合ったものを

ここが便利！ベランダ菜園
○小さなスペースでできる
○近くだから、世話を面倒に感じない
○欲しいときにすぐ収穫できる

気をつけるポイント
○日当たりを確保しよう
　 プランターは、日当たりの良い場所に
置きましょう。また、２つ以上のプラ
ンターを置く場合は、プランタースタ
ンドなどを使って高低差をつけると、
お互いの陰にならないので、日当たり
が良くなります。

○風通しを良くしよう
　 野菜を元気に育てるためには、風通し
の良さも重要です。ベランダではコー
ナーの床は避けましょう。日当たり同
様、高さを上げることで風通しも改善
されます。

○掃除はこまめに
　 病気や害虫を防ぐためには清潔にして
おくことが重要です。プランターの中
に枯れ葉が落ちたままになっている
と、そこから病気が発生することもあ
るので注意しましょう。

お手軽！ ベランダ菜園 

（上）専用のはさみを使って、
その日必要な分だけを収穫し
ます
（下）なんと、道具のほとん
どは手作りです
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災
害
に
よ
り
、
火
災
や
家
屋
の
倒

壊
な
ど
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
き

に
は
避
難
が
必
要
で
す
。
適
宜
、
町

か
ら
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
を
出
し

ま
す
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。（
避
難
勧
告
、
避
難

指
示
の
前
に
自
主
避
難
す
る
こ
と
も

重
要
で
す
が
、危
険
箇
所
は
ど
こ
か
、

避
難
所
は
開
設
さ
れ
て
い
る
か
な
ど

の
情
報
を
知
ら
な
い
と
、
か
え
っ
て

危
険
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　

過
去
の
災
害
の
例
を
見
て
み
る

と
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
被
害
の
多
く

は
、
避
難
指
示
な
ど
が
出
て
い
て
も

避
難
し
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で

す
。
平
成
16
年
の
台
風
23
号
の
際
に

は
、
危
険
だ
と
感
じ
な
が
ら
も
避
難

し
な
か
っ
た
人
が
実
に
67
％
に
も
上

っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　

災
害
時
に
、
自
分
の
身
を
一
番
最

初
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
自
分
で
す
。
町
か
ら
避
難
情
報

が
出
た
と
き
に
は
、「
過
去
の
災
害

で
は
大
丈
夫
だ
っ
た
か
ら
」「
隣
の

家
が
避
難
し
て
い
な
い
か
ら
」
と
安

易
に
判
断
を
せ
ず
、
近
隣
の
人
と
声

を
か
け
あ
っ
て
避
難
所
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

避
難
情
報
の
種
類

○ 

避
難
準
備
情
報
…
高
齢
者
や
障
害

者
、
妊
産
婦
な
ど
の
災
害
時
要
援

護
者
は
避
難
し
て
く
だ
さ
い

○ 

避
難
勧
告
…
対
象
区
域
内
に
い
る

方
は
避
難
し
て
く
だ
さ
い

○ 

避
難
指
示
…
直
ち
に
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。避
難
で
き
な
い
場
合
は
、

安
全
と
思
わ
れ
る
場
所
に
移
動
し

て
く
だ
さ
い

※ 

避
難
所
に
つ
い
て
説
明
し
た
ビ
ラ

を
12
月
中
に
町
内
会
・
自
治
会
に

回
覧
し
ま
す

問
合
せ

総
務
室
総
務
人
事
防
災
グ
ル
ー
プ

☎
９
５
６
―
２
１
０
１（
内
３
２
３
）

災害時には
避難情報に従って
適切な避難を

 が起こったときのこと。
避
難
所
一
覧

避
難
所

福
祉
避
難
所
（
高
齢
者
や
障
害
者
、
妊
産
婦
な
ど
の
災
害
時
要
援
護
者
が
避
難
す
る
避
難
場
所
）

一
時
避
難
所
（
地
域
で
集
ま
っ
て
避
難
所
へ
移
動
す
る
た
め
の
集
合
場
所
、
一
時
的
に
滞
在
す
る
場
所
）

大
山
崎
小
学
校

字
円
明
寺
小
字
百
々
18

☎
９
５
６
―
２
３
６
６

第
二
大
山
崎
小
学
校

字
円
明
寺
小
字
西
法
寺
26

☎
９
５
７
―
２
５
１
３

大
山
崎
中
学
校

字
円
明
寺
小
字
松
田
15

☎
９
５
７
―
１
３
６
５

大
山
崎
町
体
育
館

字
円
明
寺
小
字
一
丁
田
50

☎
９
５
６
―
０
５
６
７

大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

字
大
山
崎
小
字
竜
光
３

☎
９
５
６
―
２
３
１
０

大
山
崎
保
育
所

字
大
山
崎
小
字
堀
尻
15

☎
９
５
６
―
３
３
９
７

第
２
保
育
所

字
円
明
寺
小
字
鳥
居
前
17

☎
９
５
７
―
１
１
２
０

第
３
保
育
所

字
円
明
寺
小
字
松
田
45

☎
９
５
７
―
６
０
９
１

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
長
寿
苑
」

字
円
明
寺
小
字
百
々
10
―
２

☎
９
５
７
―
１
８
６
０

鏡
田
中
央
公
園

字
大
山
崎
小
字
鏡
田
24
―
17

鏡
田
北
公
園

字
大
山
崎
小
字
鏡
田
31

鏡
田
東
部
公
園

字
大
山
崎
小
字
鏡
田
１
―
１

谷
田
公
園

字
大
山
崎
小
字
谷
田
77
―
67

早
稲
田
公
園

字
大
山
崎
小
字
早
稲
田
13
―
23

五
位
川
公
園

字
大
山
崎
小
字
早
稲
田
５

西
高
田
公
園

字
大
山
崎
小
字
西
高
田
６
―
74

東
和
苑
公
園

字
大
山
崎
小
字
広
敷
１
―
25

葛
原
公
園

字
円
明
寺
小
字
葛
原
６
―
116

若
宮
前
公
園

字
円
明
寺
小
字
若
宮
前
10
―
97

殿
山
公
園

字
円
明
寺
小
字
殿
山
１
―
128

北
浦
公
園

字
円
明
寺
小
字
北
浦
２
―
47

西
法
寺
公
園

字
円
明
寺
小
字
西
法
寺
１
―
34

円
明
寺
が
丘
中
央
公
園

字
円
明
寺
小
字
殿
山
１
―
132

脇
山
公
園

字
円
明
寺
小
字
脇
山
18

金
蔵
公
園

字
円
明
寺
小
字
金
蔵
４
―
４

寺
門
公
園

字
下
植
野
小
字
寺
門
25
―
12

白
山
公
園

字
下
植
野
小
字
宮
脇
18
―
３
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災害時要援護者の
台帳（避難支援プラン）　
を作成します

　

台
風
や
地
震
な
ど
の
災
害
時
に

は
、
特
に
高
齢
者
や
障
害
者
の
皆
さ

ん
は
、
周
り
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な

状
況
に
陥
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
災

害
発
生
初
期
の
段
階
で
、
素
早
く
被

災
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
16
年
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
に
委
託
し
て
災
害
時
要
援

護
者
の
台
帳
の
整
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
登
録
者
に
偏
り
が
見
ら
れ

る
た
め
、
民
生
・
児
童
委
員
の
協
力

を
得
て
、
改
め
て
「
災
害
時
要
援
護

者
の
台
帳
（
避
難
支
援
プ
ラ
ン
）」

の
作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
登
録
希

望
者
は
、
お
近
く
の
民
生
・
児
童
委

員
に
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

災
害
時
要
援
護
者
の
台
帳

（
避
難
支
援
プ
ラ
ン
）と
は

　

登
録
（
申
し
出
）
さ
れ
た
方
を
把

握
・
管
理
し
、
災
害
時
に
、
登
録
者

の
安
否
確
認
や
避
難
所
へ
の
避
難
支

援
に
使
用
し
ま
す
。

※ 

登
録
に
際
し
て
は
、
登
録
い
た
だ

い
た
個
人
情
報
を
関
係
機
関
で
共

有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
本
人
ま

た
は
代
理
人
の
同
意
が
必
要
で
す

登
録
対
象

　

左
記
の
要
件
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
支
援
な
し
で
は
避
難
所
に
移
動

で
き
な
い
方
。

①
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

② 

70
歳
以
上
お
よ
び
18
歳
未
満
の
方

の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

③ 
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
〜
３
級
）

所
持
者

④ 

療
育
手
帳
（
Ａ
ま
た
は
Ｂ
）
所
持

者
⑤ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１

〜
３
級
）
所
持
者

⑥ 

介
護
保
険
要
介
護
認
定
者
（
要
介

護
１
〜
５
）

⑦
昼
間
一
人
暮
ら
し
・
妊
産
婦
な
ど

申
込
先

民
生
・
児
童
委
員
（
下
記
一
覧
参
照
）

社
会
福
祉
協
議
会

☎
９
５
７
―
４
１
０
０

福
祉
推
進
室
社
会
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
９
５
６
―
２
１
０
１（
内
１
５
１
）

問
合
せ

社
会
福
祉
協
議
会

考えていますか？ 災害  
民
生
・
児
童
委
員
一
覧

池
田　

耀
子

字
大
山
崎
小
字
藤
井
畑
74
―
１

☎
９
５
６
―
０
２
２
２

佐
伯　

博
子

字
大
山
崎
小
字
竜
光
35

☎
９
５
６
―
２
７
８
１

西
田　

ひ
さ
よ

字
大
山
崎
小
字
高
橋
21
―
１

☎
９
５
６
―
０
７
７
７

青
木　

秀
子　

字
大
山
崎
小
字
永
福
寺
４

☎
９
５
３
―
５
７
３
９

壷
内　

重
博

字
大
山
崎
小
字
上
ノ
田
１
―
９

☎
９
５
７
―
６
５
４
０

杉
本　

敬
子　

字
大
山
崎
小
字
白
味
才
30

☎
９
５
６
―
０
２
６
５

森　
　

邦
子

字
大
山
崎
小
字
鏡
田
３
―
85

☎
９
５
１
―
０
０
５
４

杉
藤　

義
光

字
大
山
崎
小
字
鏡
田
26
―
16

☎
９
５
１
―
５
３
３
３

平
井　

敬
昭

字
大
山
崎
小
字
広
敷
１
―
44

☎
９
５
６
―
４
５
３
９

上
田　

常
昭

字
大
山
崎
小
字
岩
崎
30
―
３

☎
９
５
７
―
４
１
５
０

田
中　

俊
裕

字
大
山
崎
小
字
西
高
田
６
―
61

☎
９
５
７
―
８
３
７
６

小
島　

弘
美

字
円
明
寺
小
字
夏
目
11
―
５

☎
９
５
５
―
６
１
８
５

大
北　

直
美

字
円
明
寺
小
字
仏
生
田
15

☎
９
５
６
―
１
４
４
１

渡
辺　

史
郎

字
円
明
寺
小
字
西
法
寺
１
―
28

☎
９
５
７
―
３
１
２
９

石
垣　

昌
明　
　

字
円
明
寺
小
字
西
法
寺
１
―
13　

３
―
404

☎
９
５
７
―
１
６
０
８

荻
島　

凱
夫

字
円
明
寺
小
字
小
倉
口
１
―
32

☎
９
５
７
―
０
２
１
４

山
本　

眞
由
美

字
円
明
寺
小
字
脇
山
１
―
241

☎
９
５
６
―
７
１
５
８

上
田　

幸
代

字
円
明
寺
小
字
殿
山
１
―
140

☎
９
５
７
―
７
０
６
２

林　
　

隆
夫

字
円
明
寺
小
字
鳥
居
前
８
―
３　

Ｌ
―
202

☎
９
５
６
―
７
２
６
５

上
田　

和
美

字
円
明
寺
小
字
鳥
居
前
54
―
12

☎
９
５
７
―
０
３
５
５

川
戸　

德
郎

字
円
明
寺
小
字
殿
山
１
―
121　

Ｈ
―
103

☎
９
５
６
―
５
９
２
５

山
内　

晴
也

字
円
明
寺
小
字
殿
山
１
―
50

☎
９
５
１
―
０
１
６
０

曽
根
高 

美
倭
子

字
円
明
寺
小
字
山
田
１
―
38

☎
９
５
６
―
５
４
１
７

井
ノ
本　

ア
サ
子

字
円
明
寺
小
字
葛
原
６
―
53

☎
９
５
６
―
６
１
１
５

松
田　

信
子

字
下
植
野
小
字
寺
門
12
―
24

☎
９
５
７
―
６
５
１
２

新
留　

雅
也

字
下
植
野
小
字
宮
脇
１
―
163

☎
９
５
７
―
２
２
６
３

嶋　
　

啓
子

字
下
植
野
小
字
代
理
分
45

☎
９
５
６
―
０
５
７
２

青
木　

洋
子

字
大
山
崎
小
字
白
味
才
９

☎
９
５
６
―
０
５
０
２

箕
田　

惠
子

字
円
明
寺
小
字
横
林
36
―
17

☎
９
５
７
―
５
８
２
６

阪神・淡路大震災の被災地のようす
出典：財団法人消防科学総合センター
　　　「災害写真データベース」
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齋藤　豊さん
サイトウ・ユタカ

阪本　廣さん
サカモト・ヒロシ

加藤 裕之さん
カトウ・ヒロユキ

西川 光夫さん
ニシカワ・ミツオ

昭和３年８月３日生まれ、
下植野小字竜頭在住。
昭和27年、精工電桟製作所
創業、昭和34年、（株）東
亜セイコー設立。昭和47年
10月から平成16年９月まで
32年間にわたって大山崎町
教育委員（その間、計６年
８か月は同委員長）を務め
る。現（株）東亜セイコー
取締役会長、（株）トーセ
取締役会長。

昭和４年12月20日生まれ、
大山崎小字高橋在住。
昭和46年８月、大山崎町議
会議員に初当選。以後、９
期35年間にわたって議員を
務め、平成18年10月に勇退。
その間、議長を２期、副議
長を１期、監査委員を２期
務める。

昭和10年８月15日生まれ、
下植野小字宮脇在住。
昭和36年４月、京都府に奉
職。京都府立大学事務局
長、京都府監査委員事務局
長などの管理職を歴任し、
平成７年３月に退職。平成
12年６月から平成20年６月
まで大山崎町公平委員会委
員（平成16年６月からは同
委員長）を務める。

昭和８年７月１日生まれ、
円明寺小字鳥居前在住。
昭和34年５月、郵政省に奉
職。和歌山南郵便局、茨木
郵便局、高槻郵便局で貯金
課長を、京都西舞鶴郵便局、
近江八幡郵便局、大阪南郵
便局で局長を務める。平成
５年８月に退職。

　町民の皆様、そして歴代の町長の皆様には本当に感
謝しています。これからも地元とともに発展していけ
ることを願っています。
　教育委員と会社経営の両立ということをテーマに、
32年間という長きにわたって教育委員を務めてきまし
た。当然、地元への貢献という思いでやってきました
が、教育委員という職務を通じて、時代とともに変化
する子どもたちの性質や、若い人にやる気を起こさせ
るノウハウなど、私自身も学ぶことが多く、結果的に
会社経営にもプラスになっていたかと思います。地元
への恩返しということで、過去には大相撲の誘致など
も致しましたが、今後もさまざまな形で地元への恩返
しをしていければと考えています。

　天皇陛下から頂く勲章なので、本当にありがたいと
思っています。受章できたのは、町民の皆様のおかげ
だと思っています。
　今になって、若くして父と死別し、苦学して近畿大
学を卒業したこと、そして、30代で農家組合長、農業
委員に就任して間もなく大きな渇水の被害があり、地
域の皆さんとともに桂川のせき止めをしたことなどが
思い出されます。また、京都府山城地区市町村議会議
長会の会長をお引き受けしたこと、大山崎山荘が存続
の危機に瀕したときに、京都府などの関係機関に対し
て保存をお願いしたことなども印象に残っています。
今後も、大山崎町の発展のため、少しでも力になれれ
ば嬉しいです。

　家のこと、子どものことは連れ合いに任せっきりで
した。今回の受章は、連れ合いと２人で頂いたものだ
と思っています。
　仕事とは、真剣に、集中して、本気になって取り組
んでいくもの。私も、家族の支えがなければ、定年ま
で勤め上げることはできなかったと思います。こうや
って無事に定年を迎えられたことで、これからは何ら
かの形で社会に恩返しをしようと、自殺防止のための
ボランティア活動に参加しています。近年は、職場に
も競争原理が導入され、人がどんどん孤立していく世
の中だと思います。若い世代の人たちには、人と人、
そして人と社会の繋がりを大切に生きていってほしい
ですね。

　若い頃は尊敬できる立派な上司に仕えることがで
き、自分が上司の立場になってからは優秀な部下に恵
まれました。今回受章できたのは、周りの皆さんのお
かげです。
　元々、切手収集が好きだったこともあって、郵政に
対する憧れを持っていました。念願叶って郵政に就職
した後は、36年間で13の局に配属され、その間住まい
も７箇所を転々としました。子どもの転校など、家庭
の面で大変さを感じることもありましたが、家のこと
は家内がちゃんと守ってくれているという安心感があ
り、私は仕事に集中することができたのだと思います。
60歳で定年を迎えたときも、せめて65歳まで働きたい
な、という思いを抱いたのを覚えています。

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
双
光
章

秋
の
叙
勲

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
20
年
、
秋
。

大
山
崎
町
か
ら
４
名
の
皆
さ
ん
が
、

栄
え
あ
る
叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
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町
立
保
育
所
で
は
、
両
親
が
と
も
に
仕
事
を

し
て
い
る
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
ご
家
庭
で
保

育
で
き
な
い
児
童
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
保
育
所
へ
の
新
規
入
所
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
要
な
書
類
を
添
え
て
次

の
要
領
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

保
育
所
に
よ
っ
て
は
希
望
者
が
定
員
を
上
回

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
保
育

所
に
入
所
で
き
な
い
場
合
や
待
機
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い

▼
入
所
申
込
書

　

12
月
１
日
月
か
ら
役
場
１
階
健
康
・
児
童
推

進
室
児
童
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
３
番
窓
口
）
お
よ

び
各
保
育
所
で
配
布
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　

平
成
21
年
１
月
８
日
木
・
９
日
金
の
午
前
９

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
、
午
後
５
時
〜

７
時

▼
受
付
場
所

　

役
場
１
階
第
１
会
議
室

※ 

郵
送
不
可
。
受
付
当
日
に
面
接
を
行
い
ま
す

の
で
、
質
問
事
項
に
答
え
ら
れ
る
方
が
申
込

用
紙
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
入
所
要
件

　

平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
、
生
後
６
か
月
以

上
（
平
成
20
年
10
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
か
ら

小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児
で
、
保
護
者
と
と
も

に
大
山
崎
町
に
住
居
を
有
し
、
住
民
登
録
（
外

国
人
登
録
）
を
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
保
護

者
（
同
居
の
祖
父
母
な
ど
も
含
む
）
の
い
ず
れ

も
が
、
次
の
①
〜
⑦
の
要
件
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
こ
と
。

※ 

保
護
者
以
外
に
乳
幼
児
の
保
育
が
で
き
る
方

が
い
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

① 

昼
間
家
庭
の
外
で
働
く
こ
と
が
常
で
あ
る

② 

昼
間
家
庭
の
中
で
児
童
と
離
れ
て
日
常
の
家

事
以
外
を
す
る
こ
と
が
常
で
あ
る

③ 

母
親
が
妊
娠
中
で
あ
る
。
ま
た
は
出
産
後
間

が
な
い
状
態
で
あ
る

④ 

病
気
の
状
態
で
あ
る
。
ま
た
は
心
身
に
障
害

が
あ
る

⑤ 

家
庭
内
に
、
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に

障
害
の
あ
る
方
が
い
る
た
め
、
常
に
看
護
に

従
事
し
て
い
る

⑥ 

火
災
、
風
水
害
、
地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
り

住
居
を
失
っ
た
。
ま
た
は
住
居
を
破
損
し
、

そ
の
復
旧
な
ど
の
た
め
児
童
の
保
育
が
で
き

な
い
状
態
で
あ
る

⑦ 

町
長
が
認
め
る
、
前
記
各
要
件
に
類
す
る
状

態
で
あ
る

※ 

い
ず
れ
の
場
合
も
、
両
親
以
外
に
同
居
の
親

族
、
そ
の
他
の
方
な
ど
、
世
帯
員
の
す
べ
て

が
児
童
の
保
育
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
ま
す

※ 

入
所
決
定
後
に
変
更
が
あ
り
入
所
要
件
に
該

当
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
決
定
取
り
消
し

や
退
所
と
な
り
ま
す

▼
保
育
料

　

扶
養
義
務
者
（
家
計
の
主
宰
者
）
の
所
得
税

額
な
ど
を
大
山
崎
町
保
育
料
徴
収
金
基
準
額
表

に
当
て
は
め
て
決
定
し
ま
す
。

▼
保
育
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

※
土
は
正
午
ま
で

▼
時
間
外
保
育

　

保
護
者
の
勤
務
時
間
、
通
勤
時
間
を
考
慮
し

て
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は
午
前
７
時
〜
午
後

７
時
の
範
囲
で
保
育
し
ま
す
。

※
別
途
保
育
料
が
必
要
で
す

▼
定
員

　

大
山
崎
保
育
所　

１
２
０
人

　

第
２
保
育
所　
　

１
０
０
人

　

第
３
保
育
所　
　

90
人

▼
そ
の
他

○ 

家
庭
調
査
票
な
ど
、
入
所
要
件
の
調
査
に
必

要
な
書
類
は
正
確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

○ 

両
親
の
就
労
証
明
書
な
ど
、
必
要
な
書
類
は

必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
（
必
要
な
書
類
の

添
付
が
な
い
場
合
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
育
児
休
業
中
の
方
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
）

○ 

自
営
の
方
で
、
就
労
証
明
書
に
民
生
委
員
さ

ん
の
証
明
が
必
要
な
方
は
、
民
生
委
員
さ
ん

へ
の
証
明
依
頼
書
が
必
要
で
す
（
役
場
１
階

健
康
・
児
童
推
進
室
児
童
福
祉
グ
ル
ー
プ（
３

番
窓
口
）
ま
た
は
各
保
育
所
で
、
そ
の
旨
を

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
を
お
渡
し
し
ま

す
）

▼
入
所
の
可
否

　

２
月
下
旬
に
各
家
庭
に
通
知
し
ま
す
。

児
童
の
継
続
入
所
を
ご
希
望
の
方
は

　

現
在
、
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
児
童
の
、

来
年
度
の
継
続
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
保

育
の
実
施
継
続
確
認
書
」（
保
育
所
か
ら
お
渡

し
し
ま
す
）
に
必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
間

　

平
成
21
年
１
月
５
日
月
〜
９
日
金

▼
提
出
先

　

現
在
児
童
が
入
所
し
て
い
る
保
育
所

入所申込書の配布は 12月 1日から。
受付は平成 21年 1月 8日木・9日金の 2 日間。
問＝健康・児童推進室児童福祉グループ　☎ 956－2101（内 133・134）

平
成
21
年
度　

町
立
保
育
所
の
入
所
申
込
を
受
付


